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表 1 来館者数の推移からみる図書館（1978-2015年）

旅
の
図
書
館

　年
の
歩
み 

小
史

40

観
光
文
化
資
料
館
が
誕
生
す
る
ま
で（
前
史
）

＊
世
界
観
光
機
関（
W
T
O
）発
足（
1
月
）

「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」の
設
置（
7
月
）

当
財
団
資
料
室
内（
大
手
町
ビ
ル
別
館
5
階
）に
、

「
教
養
型
旅
行
者
」の
情
報
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
目
指
し

「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。

対
象
者
を
限
定
し
た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

1
9
7
6
年
一
般
公
開
。

＊
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催（
1
9
7
5
年
7
月
〜
1
9
7
6
年
1
月
）

機
関
誌「
観
光
文
化
」創
刊（
12
月
）

1
9
8
5
年
5
月（
V
o
l・52
）か
ら

2
0
1
1
年
3
月（
V
o
l・2
0
6
）ま
で
図
書
館
が
編
集
を
実
施

＊「
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」閣
議
決
定（
11
月
）

　
西
尾
氏
は
、
か
ね
て
か
ら
観
光
文
化
資
料

館
を
開
設
す
る
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
た
。

「
旅
行
は
単
な
る
物
見
遊
山
で
終
わ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
旅
行
者
が
事
前
に
目
的
地
に
関

し
て
調
べ
、
十
分
な
知
識
を
得
て
か
ら
出
か

け
れ
ば
、
そ
の
旅
行
の
内
容
は
濃
い
も
の
に

な
る
。
交
通
の
便
利
な
場
所
に
専
門
の
図
書

館
を
設
け
て
利
用
者
の
勉
強
の
手
助
け
を
し

た
い
と
い
う
の
が
　
西
尾
氏
の
思
い
で
あ
っ

た
。（
社
内
営
業
部
門
か
ら
の
反
対
意
見
が

あ
る
な
か
で
、）「
旅
行
専
門
の
図
書
館
を
政

府
に
期
待
し
て
も
実
現
は
な
か
な
か
難
し
い

だ
ろ
う
し
、
世
の
た
め
に
そ
う
い
う
文
化
的

な
仕
事
を
す
る
こ
と
こ
そ
公
益
法
人
に
相
応

し
い
使
命
だ
ろ
う
」
と
西
尾
氏
は
考
え
る
の

だ
。
」

※
『
観
光
文
化
資
料
館
二
十
年
史
』
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
理
事
・
社
団
法
人
日
本
交
通
協
会
副
会
長

兼
理
事
長
　
柳
井
乃
武
夫
氏
「
観
光
文
化
資
料
館
創

設
者
　
西
尾
氏
の
横
顔
」
原
稿
よ
り
引
用

観
光
文
化
資
料
館

開
設
に
対
す
る

西
尾
壽
男
会
長
の
思
い

「
観
光
は

そ
れ
自
体
が

文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を

向
上
さ
せ
た
い
」

旅の図書館
の
40年

旅の図書館 副館長・大隅一志

旅の図書館は、2018（平成30）年10月、
開設から４0年の節目を迎えました。

1978（昭和53）年の開設からの20年は
「観光文化資料館」として、

その後の20年は「旅の図書館」へと名称を変え、
今日まで歩んでまいりました。

この間、時代は昭和から平成へと移り、
当館を取り巻く社会環境も大きく変わる中で、

3度の移転も経験しました。
ここでは、周年史に代えて、

当館の40年の歩みを時代とともに
振り返り紹介します。

’78
0

5,388

’79 ’80 ’81 ’82 ’83 ’84 ’85 ’86 ’87 ’88 ’89 ’90 ’91 ’92 ’93 ’94 ’95 ’96 ’97 ’98 ’99 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15

32,696

第1鉄鋼ビル1階から
第2鉄鋼ビルB1階に
移転（1996年)

24,925

「旅の図書館」へ
名称変更
（1999年)

25,239

「旅の図書館」書架を増床
(63本→106本)、
閲覧席24席→30席へ（2000年)

11,472

八重洲ダイビル
B1階に移転
（2012年)
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草
創
期
観
光
文
化
資
料
館
の
開
設
〜
図
書
館
と
し
て
の
基
盤
の
確
立

1
9
7
8
〜
1
9
8
4

＊
新
東
京
国
際
空
港（
現
成
田
国
際
空
港
）開
港（
5
月
）

＊
日
本
、世
界
観
光
機
関（
W
T
O
）に
加
盟（
7
月
）

「
観
光
文
化
資
料
館
」開
設（
10
月
11
日
）

東
京
駅
八
重
洲
北
口
の
第
一
鉄
鋼
ビ
ル
1
階
に
開
設
。「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
観
光
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

教
養
志
向
型
旅
行
を
目
指
す
人
へ
の
情
報
提
供
に
資
す
る
図
書
館
と
し
て
誕
生
。

【
蔵
書
数
】4
0
6
2
点（
地
図
を
含
む
）。

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　世
界
観
光
機
関（
W
T
O
）に
加
盟

＊
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク（
2
月
）

来
館
者
数
が
1
万
人
を
突
破（
8
月
）

開
設
2
周
年
記
念「
第
１
回
文
化
講
演
会
」を
開
催（
講
師
：
井
上
靖
氏
）（
11
月
28
日
）

開
設
3
周
年
記
念「
第
２
回
文
化
講
演
会
」を
開
催（
講
師
：
松
本
清
張
氏
）（
2
月
16
日
）　
　

＊
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発（
9
月
）

　
開
設
準
備
段
階
で
の
仮
名
称
は
「
旅
行
図

書
館
」で
し
た
。「
単
な
る
物
見
遊
山
の
旅
行

の
た
め
の
図
書
館
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

い
。「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」が
提
供
し

て
き
た
「
国
内
と
海
外
の
歴
史
地
理
、
風
俗
、

芸
術
、
芸
能
、
民
芸
、
衣
装
、
祭
礼
、
行
事
、

温
泉
保
養
、
味
覚
探
訪
な
ど
〝
学
ぶ
観
光
〞

〝
文
化
教
養
型
旅
行
〞
に
つ
い
て
の
情
報
」

を
提
供
す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
色
合
い
を
強

く
前
面
に
打
ち
出
し
た
名
称
に
し
た
い
、
と

い
う
思
い
が
そ
の
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

館
名
の
由
来

（
な
ぜ「
観
光
文
化
資
料
館
」

だ
っ
た
の
か
）

　
私
は
昭
和
39
年
に
㈱
日
本
交
通
公
社
（
現

㈱
J
T
B
）
に
入
社
し
ま
し
た
。
丸
の
内
1

丁
目
1
番
地
に
日
本
交
通
公
社
の
ビ
ル
が
あ

り
、
そ
の
地
下
に
図
書
室
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
社
員
が
読
む
た
め
の
本
が
多
か
っ
た

の
で
、
外
人
旅
行
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行

の
各
担
当
者
は
そ
こ
か
ら
本
を
借
り
て
、
私

も
随
分
本
を
借
り
ま
し
た
よ
。

　
㈶
日
本
交
通
公
社
（
以
下
、
財
団
）
の
資

料
室
が
で
き
た
の
は
、
別
館
に
移
転
し
た
時

で
す
。
当
初
は
国
鉄
か
ら
来
た
方
が
図
書
の

整
理
に
あ
た
っ
た
の
で
す
が
、
全
国
の
図
書

館
と
同
じ
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
で

分
類
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
か
つ
て
、
鈴
木

忠
義
先
生
（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
が

考
え
た
観
光
の
図
書
分
類
に
則
り
、
観
光
や

開
設
当
時
の
思
い
出

（
立
教
大
学
名
誉
教
授・溝
尾
良
隆
氏
）

　
場
所
の
制
約
や
周
知
不
足
か
ら
一

般
の
利
用
が
限
定
的
で
あ
っ
た
観
光

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
を
改
編
・
拡
充

す
る
か
た
ち
で
、
観
光
文
化
資
料
館

を
東
京
駅
八
重
洲
口
そ
ば
に
開
設
。

当
時
、
日
本
経
済
は
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
不
況
か
ら
抜
け
出

せ
ず
混
迷
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
あ
り

ま
し
た
が
、
時
代
は
〝
モ
ノ
〞
へ
の

欲
求
か
ら
〝
こ
こ
ろ
〞
の
豊
か
さ
を

求
め
は
じ
め
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
旅

行
が
増
え
始
め
た
時
代
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
時
期
は
、
周
年
事
業
を

展
開
す
る
な
か
で
、
観
光
文
化
の
向

上
と
い
う
開
設
時
の
理
念
を
受
け
た

文
化
講
演
会
の
開
催
や
、
機
内
誌
、

時
刻
表
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
開
館
6
年
目
と
な
る
1
9
8
4
年

に
は
来
館
者
数
が
1
0
万
人
を
突
破

し
、
年
間
来
館
者
数
は
2
万
5
千
人

を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

文化講演会

開設当時の観光文化資料館（外観）

館内

館内図（書架レイアウト）
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来
館
者
数
が
10
万
人
を
突
破（
5
月
）

開
設
5
周
年（
10
月
）

＊
国
際
科
学
技
術
博
覧
会（
科
学
万
博
│

つ
く
ば
’85 
）開
催（
3
月
）

＊
国
鉄
民
営
化（
4
月
）

＊「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」閣
議
決
定
／

　
総
合
保
養
地
域
整
備
法（
リ
ゾ
ー
ト
法
）成
立（
6
月
）

＊
運
輸
省「
海
外
旅
行
倍
増
計
画

　（
テ
ン
・
ミ
リ
オ
ン
計
画
）」発
表（
9
月
）

開
設
4
周
年
企
画

国
際
線
の
機
内
誌（
33
誌
）を
収
集・公
開

国
内
各
地
の
私
鉄
や
バ
ス
時
刻
表（
23
種
）を
展
示（
10
月
）

来
館
者
数
が
20
万
人
を
突
破（
2
月
）

開
設
10
周
年（
10
月
）

＊
年
間
日
本
人
出
国
者
数
1
0
0
0
万
人
達
成

＊
湾
岸
戦
争
勃
発（
1
月
）

来
館
者
数
が
30
万
人
を
突
破（
7
月
）

「
民
族
文
化
の
旅
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」開
催（
1
9
8
3
│
8
4
年
、計
4
回
）

＊
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン（
4
月
）

成
長
期
来
館
者
の
着
実
な
増
加

1
9
8
5
〜
1
9
9
5

旅
行
と
し
て
独
自
の
分
類
を
構
築
し
た
方
が

い
い
と
提
案
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
別
館
か
ら
㈱
日
本
交
通
公
社
の

本
社
ビ
ル
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に

㈱
日
本
交
通
公
社
の
図
書
室
と
財
団
の
資
料

室
が
一
体
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
当
時
は
㈶
日
本
交
通
公
社
調
査
部
の

情
報
管
理
室
が
資
料
室
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
が
、
1
9
7
4
年
に
西
尾
壽
男
氏
が
財
団

の
会
長
に
な
る
と
、
財
団
の
公
益
性
を
発
揮

す
べ
く
「
観
光
文
化
振
興
基
金
」
を
創
設
し
、

そ
の
最
重
点
事
業
と
し
て
「
観
光
文
化
資
料

館
」
を
開
設
し
た
の
で
す
。
旅
行
を
豊
か
に

す
る
文
化
的
情
報
を
社
会
一
般
へ
提
供
す
る

こ
と
が
西
尾
会
長
の
強
い
願
い
で
し
た
。

「
観
光
文
化
資
料
館
」
の
前
段
階
と
し
て
1

9
7
5
年
に「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」を

財
団
資
料
室
内
に
発
足
さ
せ
、
試
行
的
に
首

都
圏
の
J
T
B
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
な
ど
に
応
え
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
利
用

件
数
も
多
く
、
各
方
面
か
ら
の
要
望
も
強
か

っ
た
こ
と
を
受
け
、
同
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し

た
形
で
「
観
光
文
化
資
料
館
」
を
開
設
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
鉄
鋼
ビ
ル
の

１
階
に
開
設
し
た
段
階
で
、
外
部
の
方
が
旅

行
の
下
調
べ
や
勉
強
を
す
る
場
所
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
財
団
職
員
に
と
っ
て
は
少
し

遠
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
学

に
観
光
関
連
の
学
部
学
科
が
増
え
て
き
た
こ

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
増
大
、
専
門

書
と
旅
行
図
書
と
の
中
間
の
本
が
た
く
さ
ん

発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

2
0
1
6
年
に
研
究
本
部
と
図
書
館
が
一
体

化
で
き
「
旅
の
図
書
館
」
と
な
っ
た
こ
と
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
た
い
へ
ん
よ
か
っ
た
。

財
団
研
究
員
の
研
究
の
幅
も
広
が
る
し
、
外

部
の
方
々
も
じ
っ
く
り
と
調
べ
る
環
境
が
出

来
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【文化講演会＆ゼミナールの開催】

　
開
館
5
周
年
を
迎
え
た
後
も
、
リ

ゾ
ー
ト
法
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

観
光
政
策
の
展
開
や
旅
行
市
場
の
拡

大
と
と
も
に
、
来
館
者
数
も
着
実
に

増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

来
館
者
数
は
1
9
8
8
年

に
は
20
万
人
を
超
え
、
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
低
迷
す
る
社
会
経
済

の
中
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
な
く
運
営
を
続
け
、
1
9
9
1

年
に
は
3
0
万
人
を
突
破
。
1
9
9

5
年
に
は
年
間
来
館
者
数
が
約
3
万

7
千
人
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

開設2周年、3周年には、より豊かに収穫あ
る旅をめざし、井上靖氏、松本清張氏とい
う文壇の巨匠を講師に招いた文化講演会を
開催（毎日新聞社共催、NHK後援）。その後、

文化講演会は、㈱日本交通公社創業70周年
記念出版『世界旅行－民族の暮らし』を基
に題材を設定するかたちで継続され、『民族
文化の旅ゼミナール－講演と対話』として、

アカデミズムで活躍されている方々を講師
に1983年から1984年まで4回にわたって
開催。以降は㈱日本交通公社主催の「JTB旅
行文化講演会」として今日に至っている。

来館者であふれる館内（1991年）

文化講演会＆ゼミナール記録

民族文化の旅・冬季ゼミナール
「働く・遊ぶ」　仕事の民俗学、民族と遊び

松原正毅氏（国立民族学博物館助教授）
岩田慶治氏（国立民族学博物館教授）

藤井知昭氏（国立民族学博物館教授）
小島美子氏（東京芸術大学講師）

民族文化の旅・秋季ゼミナール
「創る・祀る」　アジアの民族音楽をたずねて、
日本音楽の古層をたずねて

大丸弘氏（国立民族学博物館助教授）
飯塚信雄氏（明治大学教授）

民族文化の旅・春季ゼミナール
「着る・飾る」　見る眼と着る心、
民族衣裳とファッション

杉本尚次氏（国立民族学博物館教授）
栗田靖之氏（国立民族博物館助教授）

民族文化の旅・春季ゼミナール
「住む・憩う」　南太平洋民族文化の旅、
現代ヨーロッパの家、日本の家

松本清張氏（作家）観光文化資料館開設3周年記念文化講演会
「古代史の旅」

井上靖氏（作家）観光文化資料館開設2周年記念文化講演会
「シルクロードの旅から」

第 回4

第 回3

第 回2

第 回1

第 回2

第 回1

1984年 2月18日

1983年 10月29日

1983年 3月22日

1983年 3月15日

1982年 2月16日

1980年 11月28日

回 開催日時 テーマ 講師
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開
設
15
周
年
：
特
別
記
念
展
示「
世
界
と
日
本
の
時
刻
表
フ
ェ
ア
」開
催（
10
月
）

国
内
外
の
鉄
道
お
よ
び
バ
ス
時
刻
表（
約
32
か
国
80
点
）を
公
開

＊
屋
久
島
、白
神
山
地
が
世
界
自
然
遺
産
、姫
路
城
、法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録（
12
月
）

月
間
来
客
者
数
過
去
最
高
を
記
録（
4
月
）

来
館
者
数
が
40
万
人
を
突
破（
7
月
）

＊
阪
神
・
淡
路
大
震
災（
1
月
）

＊
W
i
n
d
o
w
s
9
5
、日
本
で
発
売（
11
月
）

年
間
来
館
者
数
3
6,
8
7
6
人
を
記
録（
1
9
9
5
年
度
）

＊
運
輸
省「
ウ
ェ
ル
カ
ム
プ
ラ
ン
21
」発
表（
4
月
）

第
一
鉃
鋼
ビ
ル
1
階
か
ら

第
二
鉃
鋼
ビ
ル
地
下
1
F
へ
移
転（
10
月
）

書
架・施
設
の
拡
充
を
目
的
に

10
月
1
日
再
開
館
。

転
換
期
2
度
の
移
転
、環
境
変
化
の
中
で
専
門
図
書
館
と
し
て
の
力
を
蓄
積

1
9
9
6
〜
2
0
1
5

　
1
9
9
6
年
に
最
初
の
移
転
、
1

9
9
9
年
に
は「
旅
の
図
書
館
」へ
と

名
称
を
変
更
、
さ
ら
に
2
0
1
2
年

に
は
2
度
目
の
移
転
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に

よ
る
旅
行
情
報
の
収
集
方
法
の
変
化

な
ど
、
図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一

方
で
こ
の
時
期
は
、
貴
重
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
や
図
書
館
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
は
じ
め
、
時
代
変

化
に
対
応
し
た
専
門
図
書
館
と
し
て

の
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
次
第
に
、
研
究
機
関
が
運
営
す

る
専
門
図
書
館
と
し
て
の
あ
り
方
を

見
つ
め
直
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
も

い
ま
し
た
。
調
査
研
究
部
門
の
あ
る

当
財
団
本
部
と
の
一
体
的
な
移
転
計

画
が
具
体
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
本
格
的
な

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
の
た
め
2
0
1

5
年
9
月
末
、
一
時
閉
館
し
ま
し
た
。

第二鉃鋼ビル移転後の図書館（館内）館内図（1996年）

観光文化セミナー開催記録

「はじまりの奈良、めぐる感動-平城遷都1300
年祭の事業戦略と戦術」

福永浩貴氏（（株）アール・プロジェクト・インコーポレイテッド
代表取締役、ザ・リョカン・コレクション代表）　　

第 回4

第 回5

第 回6

第 回7

第 回8

第 回9

第 回10

第 回11

第 回12

第 回13

2006年　10月26日

小野打恵氏（（株）ヒューマンメディア代表取締役社長）
　

第 回3 2005年　10月26日

村山友宏氏（（社）日本ウォーキング協会副会長）

小林亨氏（前橋工科大学教授）　第 回2 2004年　10月13日

岡崎篤行氏（新潟大学工学部建築学科准教授）

茶谷幸治氏（イベント・プロデューサー）

沢木泰昭氏　

家田仁氏（東京大学大学院教授・当財団専門委員）

福井昇平氏（平城遷都1300年記念事業協会チーフプロ
デューサー）

矢島道子氏（ＮＰＯ法人地質情報整備・活用機構）

「世界の風水都市」 目崎茂和氏（南山大学総合政策学部（環境学・地理学）教授）第 回1 2003年　10月10日

2008年　4月24日

2007年　10月24日

2007年　4月26日

2009年　10月27日

2009年　4月21日

橘川栄作氏（茨城県候補戦略室室長補佐・総括）

東惠子氏（東海大学開発工学部感性デザイン学科教授）

2008年　10月23日

2011年　4月26日

2010年　10月28日

2010年　4月27日

「ジオパークとジオツーリズム」-地球に親しむ
観光とは-

「港の景観形成と美しいみなとまちづくり～清
水港を代表例として」
「『桜田門外ノ変』映画化と観光振興-茨城の
魅力を全国に発信」

「ラグジュアリートラベルとは何か」

「歴史的景観の意義と保全活用に向けての諸
問題」

「観光」の系譜

「国土観光のすすめ」

「日本ポップカルチャーとアキハバラ」

「景観論と食文化」

「歩きたくなる観光地作り-その五原則と
提言八策」
「長崎さるく博が切り開いた都市観光の可能
性」

回 開催日時 テーマ 講師
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【
蔵
書
数
】1
9
́
3
8
9
冊（
図
書
の
み
）。

来
館
者
数
が
50
万
人
を
突
破（
5
月
）

＊
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催（
2
│

3
月
）

＊「
21
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」閣
議
決
定（
3
月
）

開
設
20
周
年
：
記
念
式
典

「
観
光
文
化
資
料
館
開
設
20
年
を
祝
う
会
」を
開
催
、

『
観
光
文
化
資
料
館
二
十
年
史
』発
行（
10
月
13
日
）

海
外
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
開
催（
10
月
）

1
2
0
0
冊
を
収
集・展
示

「
旅
の
図
書
館
」へ
名
称
を
変
更（
4
月
）

〝
旅
の
図
書
館
〞は
、観
光
文
化
資
料
館
開
設
時
か
ら

当
館
の
特
徴
を
伝
え
る
表
現（
愛
称
）と
し
て
用
い
て
き
た
も
の
で
、

開
設
2
0
年
を
機
に
館
名
も
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入（
4
月
）

＊
米
国
同
時
多
発
テ
ロ（
9
月
）

＊
蔵
書
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
増
床（
6
月
）

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（「
ツ
ー
リ
ス
ト
」「
旅
」）館
内
で
一
部
閲
覧
開
始（
9
月
）

＊
愛
知
万
博「
愛
・
地
球
博
」開
催（
3
│

9
月
）2
0
0
5

韓
国
文
化
観
光
政
策
研
究
院
と
研
究
交
流
協
定
を
締
結

＊「
観
光
立
国
推
進
基
本
法
」施
行（
1
月
）

「
旅
の
図
書
館
講
座
」の
開
講
ス
タ
ー
ト

〝
教
養
指
向
型（
テ
ー
マ
の
あ
る
旅
）〞の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
回
土
曜
日
の
午
後
に
開
催
。2
0
1
1
年
1
月
ま
で
に
全
10
回
開
催

＊
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
日
韓
大
会
開
催（
5
月
）

雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』『
旅
』の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手（
7
月
）

「
観
光
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催
ス
タ
ー
ト（
10
月
）

開
設
2
5
周
年
を
記
念
し
て
は
じ
ま
っ
た
旅・観
光
に
関
す
る

様
々
な
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
。

2
0
1
1
年
4
月
ま
で
に
全
13
回
開
催

『観光文化資料館二十年史』

「旅の図書館講座」風景（第5回）

「ツーリスト」・「旅」

旅の図書館講座開催記録

「旅して食べて・・・」

「マカオと日本　今昔（いまむかし）　世界文化遺産の基盤を
築いたのは信長、秀吉！-「鉄」と「銀」を交換した戦国意外史-」

「日本のスピリチュアルな世界-里山・神話の里」

向笠千恵子氏（フードジャーナリスト、エッセイスト、
農林水産省食アメニティ・コンテスト審査員）第 回1

第 回2

第 回3

第 回4

第 回5

第 回6

第 回7

第 回8

第 回9

第 回10

2006年　7月8日

「富士の四季を撮る」 樋口健二氏（フォトジャーナリスト）2007年　2月3日

「植物を通しての日欧文化交流」 加藤僖重氏（獨協大学国際教養学部教授）2007年　7月7日

「まち歩きを楽しむ」 高橋美江氏（絵地図師）2008年　1月26日

「落語で楽しむ旅の味わい」 柳家小蝠氏（落語家）2008年　7月5日

「鉄道の旅・・・その魅力とわざ」 野村正樹氏（作家）2009年　1月24日

「暮らしに息づく京都1200年の文化資産」 土居好江氏（ＮＰＯ法人遊悠舎京すずめ理事長、
京都文化観光研究所所長）

串間努氏（昭和レトロ文化研究家）

ケビン・ショート氏（ナチュラリスト、フォークロア
研究者）

沢木泰昭氏（旅行ジャーナリスト）

2009年　7月11日

「昭和レトロを楽しむ旅」2010年　1月23日

2010年　7月10日

2011年　1月29日

回 開催日時 テーマ 講師
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＊
i
p
h
o
n
e
日
本
で
の
発
売
開
始（
9
月
）

＊
観
光
庁
発
足（
10
月
）

開
設
30
周
年
、

記
念
講
演
会
開
催（
10
月
4
日
）

講
師
：
旅
行
作
家・山
口
由
美
氏

「
だ
か
ら
世
界
の
旅
は
面
白
い
」、

ド
イ
ツ
文
学
者・エ
ッ
セ
イ
ス
ト

池
内
紀
氏「
旅
す
る
心
」

特
別
展
示
の

企
画
開
催
ス
タ
ー
ト（
2
月
）

図
書
館
の
蔵
書
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る

企
画
展
示
を
実
施
。

2
0
1
5
年
2
月
ま
で
に
全
21
回
開
催

来
館
者
数
が
80
万
人
を
突
破（
4
月
）

＊
東
日
本
大
震
災
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故（
3
月
）

海
外
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
専
用
P
C
に
て
供
用
開
始（
7
月
）

公
益
財
団
法
人
に
移
行（
4
月
）

長
期
経
営
計
画「
’22
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

「
旅
の
図
書
館
が
実
践
的
学
術
研
究
機
関
の
一
組
織
と
し
て
機
能
す
る
」

方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
る
。

八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
地
下
1
階
に
2
度
目
の
移
転（
4
月
）

【
蔵
書
数
】約
3
万
2
0
0
0
冊

図
書
館
シ
ス
テ
ム（
L
I
M
E
D
I
O
）運
用
開
始（
4
月
）

ク
ラ
ウ
ド
型
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。

蔵
書
の
管
理
及
び
検
索
機
能
が
格
段
に
向
上
。

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
の
ビュー
ワ
ー
を
更
新（
2
0
1
4
年
4
月
）

移
転
を
見
据
え
た
新
た
な
図
書
館
構
想
に
着
手

（
2
0
1
4
年
4
〜
7
月
）

図
書
の
独
自
分
類
の
構
築
・
導
入

（
2
0
1
4
年
7
月
〜
2
0
1
5
年
6
月
）

海
外
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
追
加
2
誌
の
利
用
開
始

（
2
0
1
4
年
8
月
）

特別展示開催記録

「フットパスを歩く旅」

「ソウル＋αで楽しむ韓国
-忠清南道、順天-」

「今年の夏は避暑地で
ロングバケーション」

「ＬＣＣで楽しむ新しい空の旅」

「Ｗ杯開催地　南アフリカ」

国内外の歩くことを楽しめる観光地についての資料を展示。

ロンドンで開催される第30回夏季オリンピック（2012年7月27日～8月12日）に際して、
イギリス、ロンドン、オリンピックに関する資料を展示。

60年に一度の出雲大社の大遷宮、20年に一度の伊勢神宮の式年離宮、そして富士山の世界文化遺
産登録を記念し、国内外の聖地を訪れる旅行ガイドブックや聖地に関する研究図書等の資料を展示。

第 回1

第 回2

第 回3

第 回4

第 回5

第 回6

第 回7

第 回8

第 回9

第 回10

第 回11

第 回12

第 回13

第 回14

第 回15

第 回16

第 回17

第 回18

第 回19

第 回20

第 回21

2010年2月15日～
2010年2月26日

「奈良・平城京」 平城遷都1300年に際し、奈良や平城京に関する資料を展示。2010年3月1日～
2010年3月31日

「上海」 上海万博（2010年5月1日～10月31日）の開催に際し、上海や中国に関する資料を展示。2010年4月19日～
2010年5月28日

サッカー・ワールドカップ南アフリカ大会（2010年6月11日～7月11日）の開催に際し、
南アフリカに関する資料を展示。

2010年6月7日～
2010年6月30日

「家族旅行と道の駅」 高速道路無料化に伴う、夏休みのマイカー旅行向けの資料や道の駅のパンフレットを展
示。

2010年7月12日～
2010年8月27日

2010年世界大百済典（2010年9月18日～10月17日）の開催に際し、韓国に関する資
料を展示。

2010年9月6日～
2010年10月1日

「冬こそ北欧でオーロラ」 ノルウェー、スウェーデン、デンマーク、フィンランド、アイスランド、グリーンランド、フェロ
ー諸島に関する資料を展示。

2010年11月8日～
2010年12月3日

「さらに遠くの青森へ」 東北新幹線全通（2010年12月4日）を記念し、青森県の観光に関する資料を展示。2010年12月6日～
2011年1月28日

「九州おひなまつりめぐり」 2月～3月にかけて九州各地で開催される「おいなまつり」イベントに際して、九州のおひな
まつりに関する資料を展示。

2011年2月7日～
2011年4月1日

夏季の節電対策の一環として、避暑地（観光地）でも滞在に関する資料を展示。2011年7月4日～
2011年8月31日

「ロンドンオリンピック」2012年7月2日～
2012年8月31日

国内外の観光学の言論および理論を扱う図書および研究論文等、観光学を考える上で
の様々な資料を展示。

「東京駅からまち歩き」 東京駅のリニューアル（2012年10月完成）を記念し、東京駅と其の周辺地域の歴史、建
築、街並み、宿泊施設等の資料を展示。

2012年10月1日～
2012年11月30日

ＬＣＣ元年(2012年）に際して、ＬＣＣを利用した旅の楽しみ方、ＬＣＣのビジネスモデル
を支える仕組み等に関する資料を展示。

2013年1月7日～
2013年2月28日

「観光学を考える」2013年4月1日～
2013年5月31日

「聖地を巡る旅」2013年7月1日～
2013年8月30日

"旅と食"に関する国内外の研究図書等の資料を展示。

日本交通公社と国内の代表的温泉地が連携して取り組んだ「温泉まちづくり研究会」の
成果、及び温泉地と観光に関する資料を展示。

「観光における"食"の役割」2013年10月1日～
2013年11月29日

日本交通公社の研究成果を基に監修した写真集『美しき日本　旅の風光』の出版に際し、
写真集とともに観光資源と地域の魅力に関する資料を展示。

「なぜ人は旅するのか」 観光心理学の専門書や旅の歴史に関する国内外の図書等を展示。2014年1月6日～
2014年2月28日

「おもてなしとホスピタリティ」 2020年東京オリンピック（2020年7月24日～2020年8月9日）の開催決定に際して、お
もてなし、ホスピタリティに関する資料を展示。

2014年4月1日～
2014年5月30日

「観光資源と地域の魅力」2014年7月1日～
2014年8月29日

「日本の温泉地と観光」2014年10月1日～
2014年11月28日

2013年に訪日観光客数が年間1000万人を突破したことに際して、日本を旅した外国人
に関する資料を展示。「日本を旅した外国人」2015年1月5日～

2015年2月27日

開設30周年記念講演会チラシ
特別展示開催風景

回 開催日時 テーマ 概要
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文
部
科
学
省
か
ら
科
学
研
究
費
補
助
金
取
扱
規
程
に
規
定
す
る

学
術
研
究
機
関
の
指
定
を
受
け
る（
4
月
）

日
本
交
通
公
社
ビ
ル
竣
工（
8
月
9
日
）

＊
港
区
南
青
山
に
当
財
団
本
部
と
と
も
に
移
転（
引
越
）（
8
月
10
日
〜
21
日
）

＊
開
館
準
備（
8
〜
9
月
）

関
係
者
を
招
い
た
内
覧
会
＆
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e（
特
別
版
）を
3
回
開
催（
9
月
）

旅
の
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館（
10
月
3
日
）

開
設
当
初
の
理
念
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、観
光
の
研
究
者・実
務
者
向
け
の
図
書
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
再
開
館
。

【
蔵
書
数
】約
6
万
冊
。

観
光
文
化
2
3
1
号「「
観
光
の
研
究
と
実
務
に
役
立
つ
図
書
館
」を
目
指
し
て
」刊
行

国
連
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）の
寄
託
図
書
館
に
認
定（
3
月
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
1
周
年
事
業
を
実
施（
10
〜
12
月
）

1
周
年
を
記
念
し
て
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー「
た
び
と
し
ょ
」刊
行
、第
11
回
た
び
と
し
ょ
c
a
f
e
開
催
、パ
ネ
ル
展
示

旅
の
図
書
館
総
監
修『
ツ
ー
リ
ス
ト（
大
正
期
）』復
刻
版
　
ゆ
ま
に
書
房
よ
り
刊
行（
9
月
〜
）

古
書
・
稀
覯
書
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化（
及
び
保
存
箱
作
成
）に
着
手（
1
月
〜
）

専
門
図
書
館
協
議
会
よ
り
平
成
30
年
度
団
体
功
績
表
彰
を
受
賞（
6
月
）

開
設
40
周
年
記
念
事
業
を
実
施

第
15
回
た
び
と
し
ょ
c
a
f
e
開
催

観
光
文
化
２
３
９
号
「
古
書
か
ら
学
ぶ
」
刊
行

古
書
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
展
示
（
第
1
弾
〜
第
3
弾
）

移
転・リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
の
た
め一
時
閉
館（
2
0
1
5
年
10
月
〜
2
0
1
6
年
9
月
）

南
青
山
へ
の
移
転
準
備
の
た
め
1
年
間
休
館
。

図
書・什
器
等
を
倉
庫
に
一
時
保
管
し
、資
料
室
資
料
の
統
合
作
業
、引
越
作
業
に
入
る
。

「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」の
開
催
ス
タ
ー
ト（
11
月
）

研
究
者
や
実
務
者
と
の
気
軽
な
交
流
の
場
の
創
出
を
め
ざ
し
、

八
重
洲
ダイ
ビ
ル
で
の
旧
館
時
代
に
5
回
開
催
。南
青
山
に
移
転
後
も
継
続
開
催
。

再
生
期
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
専
門
図
書
館
と
し
て
再
出
発

2
0
1
6

　
1
年
間
の
一
時
閉
館
を
経
て
、
当

財
団
本
部
と
と
も
に
港
区
南
青
山
に

移
転
。
2
0
1
6
年
10
月
、
〝
観
光

の
研
究
や
実
務
に
役
立
つ
図
書
館
〞

と
い
う
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
専
門

図
書
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館

し
ま
し
た
。

〝
観
光
の
研
究
・
情
報
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〞
を
目
指

す
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
の
中
核
的
な

役
割
を
担
う
べ
く
、
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

たびとしょCafe（第2回）

関係者を招いた内覧会＆
たびとしょCafe（特別版）を
3回開催（9月） 館内図

八重洲ダイビル地下1階移転後の図書館（館内）
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館内の専用ＰＣで閲覧できる「デジタルコレクション」

開設当時のリーフレットに紹介されている古書・稀覯書

長年収集してきた古いガイドブック

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
旅
の
情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
開

設
し
た
当
館
で
は
、
当
初
か
ら
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
海
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
収
集

に
は
力
を
入
れ
、
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
』
、

『
フ
ォ
ー
ダ
ー
ズ
』
の
2
シ
リ
ー
ズ

は
開
設
以
来
長
ら
く
収
集
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
1
9
9
0
年
代
は
、
来

館
者
の
9
割
が
海
外
の
情
報
を
求
め

て
い
た
時
代
で
、
1
9
9
6
年
に
は

『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
『
フ
ォ

ダ
ー
ズ
』
の
シ
リ
ー
ズ
全
点
を
購
入

し
て
い
ま
す
。
記
録
に
よ
る
と
、

『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
は
、
当

機
内
誌
・
時
刻
表

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
ら
ぶ
当
館
の

特
徴
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
機
内
誌

と
時
刻
表
が
あ
り
ま
す
。

①
機
内
誌

　
機
内
誌
は
、
1
9
8
2
年
の
開
設

4
周
年
企
画
と
し
て
、
日
本
に
乗
り

入
れ
て
い
る
各
航
空
会
社
の
協
力
を

得
て
、
国
際
線
の
機
内
誌
（
搭
乗
し

な
け
れ
ば
読
め
な
い
イ
ン
・
フ
ラ
イ

　
旅
の
図
書
館
の
蔵
書
（
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
）
は
、
旅
・
観
光
を
テ
ー
マ
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
ら
は
40
年
に
わ
た
る
運
営
の
中

で
収
集
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
構
築
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
当
館
の
場
合
、
こ

れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
開
設

以
降
の
周
年
事
業
に
お
け
る
企
画
展

示
な
ど
を
契
機
と
し
て
重
点
的
に
収

集
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
的
な
関
心

や
建
築
、
民
俗
（
族
）
学
、
産
業
遺

跡
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
な
ど
、
歴
代
館

長
の
経
験
や
興
味
、
嗜
好
な
ど
が
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
専
門
図
書
館

の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
当
館
の
独
自
分
類
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
F
（F

o
u
n
d
a
tio
n

）
分
類
」

の
資
料
は
、
当
館
の
蔵
書
の
な
か
で

も
、
と
り
わ
け
〝
旅
の
図
書
館
（
た

び
と
し
ょ
）
な
ら
で
は
〞
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
す
。
こ
こ
で
は
、
当
館
自

慢
の
蔵
書
が
構
築
さ
れ
て
き
た
経
緯

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

古
書
・
稀
覯
書

　
戦
前
を
中
心
と
し
た
旅
行
・
観
光

関
連
の
貴
重
資
料
は
現
在
約

2
3
0
0
冊
。
「
観
光
文
化
資
料

館
」
の
開
設
（
1
9
7
8
年
）
当
時
、

す
で
に
約
5
0
0
冊
の
稀
覯
書
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
当

財
団
の
前
身
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ

ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
1
9
1

2
年
創
立
）
の
生
み
の
親
で
あ
る
木

下
淑
夫
氏
が
収
集
し
て
き
た
蔵
書
や

同
氏
の
意
を
受
け
継
い
で
収
集
さ
れ

た
「
木
下
文
庫
」
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
当
時
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』

『
日
本
案
内
記
』『
鉄
道
旅
行
案
内
』

『B
aedeker's 

H
andbook

』
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
少
し
ず
つ
古
書
・
稀

覯
書
の
収
集
を
続
け
、
寄
贈
な
ど
も

い
た
だ
き
、
次
第
に
充
実
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
は
、
一

般
書
架
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
保
存
さ

れ
て
い
た
り
、
書
架
が
手
狭
な
こ
と

か
ら
倉
庫
に
預
け
て
い
た
時
期
も
あ

り
、
そ
の
存
在
は
一
般
の
利
用
者
に

充
分
認
知
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
南
青
山
へ
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、

分
類
を
見
直
し
、
古
書
・
稀
覯
書
専

用
の
書
架
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
を
行
う
よ
う
に
し

た
こ
と
で
、
多
く
の
来
館
者
に
そ
の

存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
外
部
の
博
物
館
で
の

企
画
展
示
に
協
力
す
る
機
会
も
増
え
、

あ
ら
た
め
て
所
蔵
す
る
古
書
の
貴
重

さ
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
う
し
た
古
書
・
稀
覯

書
は
、
破
損
や
劣
化
も
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
長
期
的
な
保

存
と
利
便
性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
当
財
団
の
前

身
）
の
雑
誌
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

（
1
9
1
3
年
創
刊
）、
日
本
で
最
も

長
く
続
い
た
旅
行
雑
誌
「
旅
」

（
1
9
2
4
年
創
刊
）
は
、
開
設
30

周
年
を
記
念
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
に
着
手
し
、
現
在
は
、
両
誌

と
も
創
刊
号
か
ら
前
者
は
終
刊
ま
で
、

後
者
は
2
0
0
4
年
1
月
号
ま
で
、

当
館
内
で
「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
と
し
て
閲
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
さ
ら
に
開
設
40
周
年
を
迎
え
、

2
0
1
7
年
度
か
ら
は
残
る
古
書

稀
覯
書
の
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
化
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

たびとしょ
コレクション
が

できるまで

時
当
館
で
最
も
利
用
率
の
高
い
シ
リ

ー
ズ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
開
設
20

周
年
に
あ
た
る
1
9
9
8
年
に
は
、

海
外
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
1
2
0
0
冊
を

収
集
し
展
示
し
ま
し
た
。

　
南
青
山
へ
の
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
あ
た
っ
て
は
、
収
蔵
方
針
の
見

直
し
に
伴
い
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
網

羅
的
収
集
か
ら
厳
選
収
集
へ
と
変
更

し
ま
し
た
。

よ
し 

お
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開設4周年を記念して開催した時刻表展示

開
設
4
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
た

機
内
誌
展
示

　
2
0
1
6
年
の
南
青
山
へ
の
移
転

は
、
長
ら
く
別
々
の
場
所
で
運
営
し

て
き
た
当
財
団
本
部
と
の
一
体
化
、

お
よ
び
コ
ン
セ
プ
ト
の
変
更
に
よ
る

新
た
な
図
書
館
へ
の
転
換
と
い
う
点

で
、
過
去
2
度
の
移
転
と
は
異
な
る

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
移
転
計
画
が
本
格
的
に
動
き
出

　
3
度
目
と
な
る
こ
の
移
転
で
は
、

敢
え
て
コ
ン
セ
プ
ト
を
変
え
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、

1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の
イ
ン
タ

ト
・
マ
ガ
ジ
ン
）
3
3
誌
を
集
め
公

開
し
た
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
収
集
を
続
け
て
き
て
お
り
、
現

在
も
収
集
し
て
い
る
機
内
誌
は
、
国

内
・
海
外
合
わ
せ
て
約
40
誌
（
す
で

に
就
航
し
て
い
な
い
航
空
会
社
の
古

い
機
内
誌
等
を
含
め
る
と
約
70
誌
）

に
及
び
ま
す
。
海
外
の
航
空
会
社
の

機
内
誌
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
も

納
本
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
館
は
、

様
々
な
航
空
会
社
の
機
内
誌
が
古
い

時
代
の
も
の
も
含
め
て
閲
覧
で
き
る

数
少
な
い
の
図
書
館
と
い
え
ま
す
。

②
時
刻
表

　
機
内
誌
と
同
様
に
、
開
設
4
周
年

調
査
研
究
資
料

　
現
在
、
当
館
の
書
架
に
は
、
観
光

に
関
す
る
各
種
研
究
レ
ポ
ー
ト
や
統

計
資
料
が
一
般
の
研
究
書
・
実
務
書

と
一
緒
に
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。「
灰

色
文
献
（
一
般
の
出
版
流
通
に
の
ら

な
い
資
料
）」
と
い
わ
れ
る
こ
れ
ら

資
料
の
多
く
は
、
当
財
団
の
50
年
余

り
の
研
究
活
動
の
中
で
収
集
し
て
き

た
調
査
研
究
資
料
で
、
研
究
部
門
が

あ
っ
た
本
部
資
料
室
に
あ
り
、
非
公

開
資
料
と
し
て
扱
っ
て
き
ま
し
た
。

南
青
山
へ
の
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
機
に
、
可
能
な
限
り
公
開
し
て
い

ま
す
。

旅の図書館

ニューアル
回 想 録

背景
と
経緯

2014-2016

企
画
（
1
9
8
2
年
）
と
し
て
、
国

内
各
地
の
私
鉄
や
バ
ス
時
刻
表
（
23

種
）
を
展
示
し
、
大
型
時
刻
表
で
は

省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
も
調
べ
ら
れ

る
と
あ
っ
て
好
評
を
得
ま
し
た
。
ま

た
開
設
15
周
年
（
1
9
9
3
年
）
に

は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
特
別

記
念
展
示
「
世
界
と
日
本
の
時
刻
表

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
国
内
外
の
鉄

道
お
よ
び
バ
ス
時
刻
表
（
約
32
か
国

80
点
）
を
公
開
し
、
旅
行
フ
ァ
ン
に

加
え
、
時
刻
表
マ
ニ
ア
が
多
数
来
館

観
光
関
連
社
史

　
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
社
史
は
、

旅
行
や
運
輸
・
交
通
、
宿
泊
等
の
観

光
関
連
産
業
を
中
心
に
約
3
2
0
冊
。

社
史
の
刊
行
時
に
寄
贈
い
た
だ
く
な

ど
し
て
少
し
ず
つ
充
実
さ
せ
て
き
ま

し
た
が
、
南
青
山
へ
の
移
転
・
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
機
に
、
利
用
者
に
よ
り
分

か
り
や
す
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

「
社
史
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
配
架
し

て
い
ま
す
。

　
本
年
、
開
設
40
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
観
光
関
連
社
史
の
収
集
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

U
N
W
T
O
関
係
資
料

　
当
館
は
2
0
1
7
年
3
月
、
国
連

世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）の「
寄
託

図
書
館
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を

機
に
、『Yearb

o
o
k of T

o
u
rism

 

S
tatistics

』、『C
om
p
en
d
iu
m
 of 

Tourism
 S
tatistics

』な
ど
従
来
か

ら
収
集
し
て
き
た
資
料
に
加
え
、

様
々
な
U
N
W
T
O
の
刊
行
物
を
収

集
・
公
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
よ
る
旅

行
情
報
収
集
手
段
の
変
化
に
よ
り
、

旅
の
下
調
べ
を
目
的
と
し
た
図
書
館

と
し
て
の
利
用
価
値
が
低
下
し
て
き

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
今
後

の
図
書
館
が
、
旅
行
情
報
に
つ
い
て

紙
媒
体
を
中
心
に
提
供
す
る
図
書
館

し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
多

く
の
寄
贈
も
い
た
だ
き
現
在
に
い
た

っ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
1
9
8
5
年

以
前
の
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
復
刻

版
を
除
き
閉
架
資
料
と
し
て
扱
っ
て

お
り
、
研
究
目
的
で
の
閲
覧
に
限
定

し
て
い
ま
す
）。

し
た
2
0
1
4
年
か
ら
、
1
年
間
の

一
時
休
館
を
含
め
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開

館
ま
で
の
約
2
年
半
は
、
新
た
な
図

書
館
づ
く
り
へ
の
様
々
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
連
続
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
背
景
と
そ
の
経
緯
を

紹
介
し
ま
す
。

※
寄
託
図
書
館
：
高
度
な
教
育
機
関
ま
た

は
科
学
の
分
野
で
認
知
さ
れ
た
機
関
に
属

し
て
い
る
こ
と
、
U
N
W
T
O
の
刊
行
物

を
収
集
し
、
広
く
公
開
す
る
図
書
館
で
あ

る
こ
と
と
い
っ
た
一
定
の
基
準
の
も
と
に

認
定
さ
れ
る
。

地
域
情
報
誌

　
当
館
で
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
て
い

る
選
り
す
ぐ
り
の
地
域
情
報
誌
は
現

在
約
1
1
0
誌
。
2
0
1
7
年
よ
り

収
集
を
は
じ
め
た
最
も
新
し
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
。
主
要
な
都

市
や
観
光
地
で
発
行
さ
れ
て
い
る
地

域
情
報
誌
は
、
そ
の
地
に
足
を
運
ば

な
け
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市

販
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
な
い
地
域

な
ら
で
は
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
情
報

の
宝
庫
で
も
あ
り
、
今
後
も
積
極
的

に
収
集
し
て
い
く
予
定
で
す
。

リ
ニュ
ー
ア
ル
の

背
景
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図 1 移転・リニューアルの経緯（2014-2016年）

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
必
然
的
な
流
れ

で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
現
在
の
図

書
館
の
姿
が
導
き
出
せ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「‚’22
ビ
ジ
ョ
ン
」
策

定
時
に
描
か
れ
た
図
書
館
の
方
向
は
、

①
専
門
性
の
強
化
、
②
研
究
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
機
能
の
強
化
、
③
広
報
機
能

の
強
化
、
④
研
究
員
の
研
究
の
利
便

性
の
向
上
、
⑤
観
光
文
化
の
振
興
に

寄
与
す
る
蔵
書
の
充
実
と
い
っ
た
も

の
で
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
現

図
書
館
も
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
の

機
能
の
充
実
を
図
る
方
向
に
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
機
能
は
、
必

ず
し
も
公
開
性
の
高
い
図
書
館
で
な

く
と
も
、
研
究
部
門
の
あ
っ
た
当
財

団
本
部
資
料
室
の
機
能
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
あ
る
程
度
対
応
は

可
能
で
す
。
事
実
、「‚’22
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
受
け
た
検
討
段
階
で
は
、
い
わ
ば

企
業
内
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
的
な
閉
架
型

の
図
書
館
と
い
う
選
択
肢
も
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
本
部
と

の
物
理
的
な
一
体
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

〝
学
術
研
究
機
関
と
し
て
の
組
織
活

動
の
一
翼
を
担
う
図
書
館
と
は
？
〞

と
い
う
本
質
的
な
課
題
に
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
「
組
織
の
価
値
を
高
め

る
こ
と
に
も
寄
与
で
き
る
図
書
館
の

あ
り
方
」
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直

す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

 

移
転
が
い
よ
い
よ
具
体
化
し
て
き

た
2
0
1
4
年
4
月
。
最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、
現
状
に
と
ら
わ
れ
ず
、

学
術
研
究
機
関
の
図
書
館
と
し
て
の

あ
り
方
を
徹
底
的
に
探
り
、
そ
の
具

体
イ
メ
ー
ジ
を
青
写
真
と
し
て
描
く

こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
図
書
館

を
取
り
巻
く
動
き
を
知
り
、
図
書
館

の
持
つ
新
た
な
可
能
性
を
引
き
出
す

べ
く
、
様
々
な
公
共
図
書
館
や
専
門

図
書
館
に
足
を
運
び
、
そ
の
ヒ
ン
ト

を
探
し
ま
し
た
。
そ
し
て
図
書
館
職

員
全
員
で
議
論
を
重
ね
、
目
指
す
新

た
な
図
書
館
像
を
構
想
に
し
ま
し
た
。

幸
い
こ
の
構
想
は
組
織
に
概
ね
受
け

入
れ
ら
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
方
向

性
が
定
ま
り
ま
し
た
。
構
想
策
定
時

に
描
い
た
図
書
館
像
は
、
「
観
光
の

研
究
と
実
務
に
役
立
つ
図
書
館
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
後
の
図
書
館
の
姿
と
し
て
か

た
ち
と
な
り
、
現
在
の
運
営
の
な
か

に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

 

コ
ン
セ
プ
ト
の
変
更
に
よ
る
新
た

な
図
書
館
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
は
、

の
ま
ま
で
は
将
来
的
な
利
用
者
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
が
難
し
い
こ
と
は
、
次

第
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
2
0
1
0
年
7
月
に
は
、

本
部
資
料
室
の
存
在
や
観
光
・
旅
行

関
係
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
当

財
団
の
強
み
を
活
用
で
き
る
「
観
光

分
野
の
調
査
・
研
究
の
た
め
の
専
門

図
書
館
」
と
い
う
方
向
性
も
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
実
現
の
前
提
と
な
る
本
部
と
の
一

体
化
は
容
易
で
は
な
く
、
2
0
1
2

年
に
は
八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
に
2
度
目

の
移
転
。
図
書
館
を
取
り
巻
く
厳
し

い
環
境
下
で
の
運
営
が
続
き
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ
の
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
は
、
当
財
団
が
公
益
法

人
認
定
を
機
に
2
0
1
2
年
に
策
定

し
た
長
期
経
営
計
画「‚’22
ビ
ジ
ョ
ン
」に

お
い
て
、「
実
践
的
な
学
術
研
究
機

関
」
と
し
て
の
組
織
像
が
打
ち
出
さ

れ
、
基
本
方
針
の
一
つ
に
「
旅
の
図

書
館
が
機
関
の
一
組
織
と
し
て
機
能

す
る
」
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
観
光
研

究
機
能
に
対
応
し
た
図
書
館
の
方
向

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、学

術
研
究
機
関
と
し
て
の
機
能
お
よ
び

経
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
、
当
財
団

本
部
と
図
書
館
が
一
体
と
な
っ
た
自

社
ビ
ル
建
設
が
い
よ
い
よ
具
体
化
し

た
こ
と
で
、
本
格
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

構
想
策
定
〜

新
た
な
図
書
館
像

を
描
く

2
0
1
4
年
4
月
〜
7
月

蔵
書
を

再
構
築
す
る

2
0
1
4
年
4
月
〜
7
月

2
0
1
4
年
度

2
0
1
5
年
度

2
0
1
6
年
度

4月

7月

10月

1月

4月

7月

10月

1月

4月

7月

10月

1月

4月

構想
収蔵方針の
見直し

独自分類の
構築

新ビル計画
建設 図書館計画 資料の整理 移転（引越） 開館準備時期

新ビル
プロジェクト
（新基本
計画･設計）

新ビル建設

フロア計画
書架計画

書架計画
（収蔵計画
の調整）

家具
選定

運営準備

旧図書館
資料の整理

本部資料室
資料の整理

●竣工

●一時閉館　　　
　（9月末）
●旧館引越　　　
　（12月末）

●南青山移転
　（8月）

●リニューアル開館
　（10月3日）
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図 2 構想策定時に描いた図書館像（2014年5月時点）

主
た
る
利
用
対
象
と
し
て
想
定
し
た

観
光
の
研
究
者
や
実
務
者
に
重
点
を

置
い
た
蔵
書
の
再
構
築
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
収
蔵
方
針
の
見
直
し
で
し

た
。
そ
れ
は
、
移
転
後
の
所
蔵
ス
ペ

ー
ス
に
制
約
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、

旅
の
図
書
館
に
あ
る
蔵
書
と
今
後
統

合
す
る
本
部
資
料
室
資
料
の
中
か
ら
、

〝
何
を
残
し
〞
、〝
何
を
除
籍
（
廃

棄
）
す
る
か
〞
の
選
択
基
準
を
つ
く

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

収
蔵
方
針
の
見
直
し
に
よ
り
、
旅

の
下
調
べ
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

旅
行
記
（
エ
ッ
セ
イ
）
な
ど
の
旅
行

情
報
提
供
の
た
め
の
資
料
は
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
方
、

こ
れ
ま
で
当
館
が
収
蔵
し
て
き
た

様
々
な
国
内
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

機
内
誌
、
時
刻
表
な
ど
の
古
い
も
の

は
、
当
財
団
と
同
じ
く
学
術
研
究
機

関
で
あ
る
大
学
の
付
属
図
書
館
に
も

な
い
特
徴
的
な
資
料
で
あ
り
、
観
光

研
究
の
上
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
と

し
て
の
価
値
を
持
ち
う
る
た
め
、
厳

選
し
継
続
し
て
保
存
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蔵
書
の
再

構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
の
蔵
書

を
対
象
に
、
観
光
の
研
究
お
よ
び
実

務
の
参
考
に
資
す
る
か
ど
う
か
の
観

点
か
ら
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
収
蔵
方
針
の
見
直
し
と
と
も
に
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
図
書
館
を
実
現

す
る
上
で
不
可
欠
な
取
り
組
み
が
、

観
光
研
究
分
野
の
専
門
資
料
に
対
す

る
独
自
分
類
の
導
入
で
す
。
こ
れ
ま

で
旅
・
観
光
に
関
す
る
一
般
の
図

書
・
雑
誌
を
中
心
に
収
集
し
て
き
た

当
館
で
は
、
開
設
以
来
、
公
共
図
書

館
と
同
様
に
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ

Ｄ
Ｃ
）
を
用
い
て
分
類
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
重
点
と
す
る
観

光
研
究
分
野
の
専
門
資
料
は
様
々
な

領
域
に
関
わ
る
た
め
、
N
D
C
の
第

三
次
区
分
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

「
6
8
9
（
観
光
事
業
）
」
の
中
に

す
べ
て
収
め
る
こ
と
に
は
も
と
も
と

無
理
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
わ

が
国
で
は
歴
史
の
浅
い
観
光
学
の
体

系
が
十
分
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ

の
ま
ま
適
用
で
き
る
分
類
方
法
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

こ
の
よ
う
に
、
独
自
分
類
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
つ
つ
も
、
取
り
組

む
と
す
れ
ば
、
独
自
分
類
を
再
構
築

し
た
う
え
で
す
べ
て
の
蔵
書
の
分
類

を
見
直
し
、
図
書
ラ
ベ
ル
の
貼
り
換

え
や
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
目
録
デ
ー

タ
の
修
正
を
行
う
と
い
う
大
が
か
り

な
作
業
に
な
る
た
め
、
そ
れ
な
り
の

覚
悟
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当
館
と

同
様
に
特
定
テ
ー
マ
を
も
ち
、
独
自

分
類
を
行
っ
て
い
る
専
門
図
書
館
と

し
て
取
材
し
た
「
食
の
文
化
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」 

「
松
竹
大
谷
図
書
館
」
、

「
広
告
図
書
館
（
現
ア
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
東
京
）」は
、
い
ず
れ
も
各
館

の
所
蔵
資
料
の
特
性
に
合
わ
せ
た
丁

寧
な
独
自
分
類
を
行
っ
て
お
り
、
専

門
図
書
館
に
お
け
る
独
自
分
類
の
必

要
性
を
痛
感
さ
せ
て
く
れ
る
と
と
も

に
、
独
自
分
類
を
導
入
す
る
上
で
の

多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
現
在
当

館
が
観
光
研
究
資
料
に
用
い
て
い
る

「
T
（T

ourism

）
分
類
」
と
い
う

独
自
分
類
は
、
国
内
の
観
光
学
の
第

一
人
者
で
あ
り
当
財
団
の
専
門
委
員
、

評
議
員
で
も
お
ら
れ
た
鈴
木
忠
義
氏

（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
の
観

光
学
の
体
系
、
国
内
外
の
「
観
光
」

「T
ourism

」
の
概
論
が
書
か
れ
た

主
要
図
書
の
目
次
な
ど
を
参
考
に
し

つ
つ
、
当
館
の
所
蔵
資
料
に
合
致
す

る
よ
う
考
慮
し
、
本
部
研
究
員
と
と

も
に
2
0
1
4
年
7
月
か
ら
約
1
年

を
か
け
て
検
討
を
重
ね
構
築
し
た
も

の
で
す
。
当
館
の
独
自
分
類
は
、
観

光
研
究
分
野
で
は
国
内
で
初
め
て
の

分
類
方
法
と
い
う
こ
と
で
、
国
立
国

会
図
書
館
に
も
注
目
い
た
だ
き
ま
し

た
。

独
自
分
類
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

2
0
1
4
年
7
月
〜

2
0
1
5
年
6
月

研究者が集まりたく広場／観光
研究交流を促すプラットフォーム

財団の研究活動を
肌で感じてもらえる（見える）

博士論文が生まれる（生み出す）、
論文が書きたくなる

若手研究者を
生む・育てる・支援する

観光研究や観光課題の
解決に役立つ

観光研究への興味・関心が高まる、
研究の種をまく

観光を学ぶ学生が
一度は訪れたくなる

新しい研究＆ワークスタイルを
実現する

様々な観光（観光地）情報が
集まり発信される場（基地）

●国内外の観光研究の資料が
　収集され、公開されている
●外部研究者との共同研究や
　交流の場として利用されている
　（学会フォーラム、ミニ研究会など）
●ワイワイ、ガヤガヤ情報交換できる
　研究者のサロン

●JTBF研究員が自ら運営
●財団の調査研究活動やその成果を
　わかりやすく紹介
●研究やミーティングする姿が見られる
●研究図書や観光研究の世界をガイド

●国内外の学術誌・研究論文が
　閲覧できる

●研究者や
　観光地と協働で、
　様々な企画展が
　開催されている、
　様々な観光地情報が
　集まってくる

●観光を学ぶ学生から研究者への芽を
　育てる／若手研究者が、
　この図書館をベースとして成長し、
　社会に認められる
●若手研究者の出番がある、
　交流ができる
　（図書館カフェや公開講座など）

●研究者のほしい図書・資料を
　紹介できる
　（レファレンス対応が充実している）
●観光の現場課題や研究テーマに
　応じた相談ができる
　（専門テーマにはJTBF研究員が
　対応・アドバイス）

●JTBF研究員が、
　図書館で創造的に
　仕事ができる
　（情報収集、
　論文・原稿執筆、
　プロジェクト会議・
　研究会議など）

●わくわく、好奇心をそそる資料が
　紹介・展示がされている
●新たな研究のヒントが見つかる

●図書館をめぐると、観光のことが
　理解できる
　（わかりやすい図書・資料の
　分類・配架、案内）

様々な人と
情報が集まる
観光研究
交流広場
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象
と
な
っ
た
図
書
も
運
営
し
て
い
る

間
は
廃
棄
で
き
な
い
た
め
、
図
書
館

と
し
て
の
通
常
運
営
に
支
障
が
な
い

よ
う
に
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
る
こ

と
で
し
た
。
こ
の
選
別
作
業
や
再
分

類
作
業
は
日
々
、
開
館
時
間
だ
け
で

な
く
、
開
館
前
と
閉
館
後
の
時
間
も

活
用
し
て
ス
タ
ッ
フ
で
少
し
ず
つ
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

　
図
書
館
の
図
書
・
資
料
の
選
別
か

ら
除
籍
作
業
ま
で
の
一
連
の
作
業
は

ダ
イ
ビ
ル
を
退
去
す
る
2
0
1
5
年

12
月
ま
で
に
終
了
し
、
そ
の
後
は
資

料
室
資
料
の
作
業
に
移
り
ま
し
た
。

な
お
、
約
6
万
冊
に
及
ぶ
蔵
書
の
再

分
類
と
図
書
ラ
ベ
ル
等
の
再
装
備
に

か
か
る
作
業
は
、
専
門
資
料
を
対
象

と
す
る
た
め
外
部
委
託
せ
ず
、
す
べ

て
当
館
の
ス
タ
ッ
フ
自
身
の
手
で
行

い
ま
し
た
。
期
間
的
な
制
約
が
あ
る

中
で
の
膨
大
な
作
業
で
し
た
が
、
結

果
的
に
図
書
館
を
運
営
す
る
職
員
が

自
館
の
蔵
書
を
熟
知
す
る
う
え
で
貴

重
な
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
移
転
（
引
越
）
準
備
の
た
め
、
図

書
館
は
2
0
1
5
年
9
月
末
に
一
時

閉
館
。
八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
を
退
去
す

る
12
月
末
ま
で
の
3
ヶ
月
は
、
図

書
・
資
料
の
除
籍
・
廃
棄
作

業
や
図
書
ラ
ベ
ル
の
貼
り
換

え
、
引
越
作
業
な
ど
に
追
わ

れ
ま
し
た
。
除
籍
図
書
の
う

ち
、
ま
だ
利
用
価
値
が
高
い

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
紀
行
書
な

ど
約
3
0
0
0
冊
に
つ
い
て

は
、
幸
い
、
当
財
団
を
事
務

局
と
す
る
「
温
泉
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
」
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
阿
寒
湖
温
泉
（
北
海
道

釧
路
市
）
と
由
布
院
温
泉

（
大
分
県
由
布
市
）
が
快
く

引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
当
館
で
は
、
当
財
団
刊
行

物
や
調
査
研
究
報
告
書
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
・
機
内
誌
・
時
刻
表
、
古
書
・

貴
重
資
料
な
ど
の
特
徴
的
な
蔵
書
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
「
F

（F
o
u
n
d
atio
n

）
分
類
」
と
い
う

も
う
一
つ
の
分
類
方
法
も
併
せ
て
構

築
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
れ
ら
2
つ

の
独
自
分
類
と
、
基
礎
的
な
文
献
の

分
類
に
用
い
る
従
来
の
「
N
D
C
分

類
」
を
組
み
合
わ
せ
た
3
つ
の
分
類

方
法
に
よ
っ
て
蔵
書
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
2
0
1
4
年
8
月
か
ら
は
、
社
内

に
自
社
ビ
ル
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
が
設
置
さ
れ
、
い
よ
い
よ
新
社
屋

の
建
築
に
向
け
た
構
想
、
計
画
・
設

計
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
本
部
と
の
一
体
化
を
伴

う
図
書
館
の
計
画
も
、
図
書
館
単
独

で
は
進
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
社
屋

全
体
の
機
能
や
空
間
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
な
か
で
、
新
た
な
役
割

を
発
揮
で
き
る
図
書
館
計
画
を
具
体

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
図
書
館
計
画
は
、
当
財

団
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
分

科
会
の
一
つ
と
し
て
、
本
部
研
究
員

も
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
な
が
ら

検
討
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
組
織
全
体

で
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
観
光
の
研
究
・
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
め
ざ
す
新
社
屋
（
日

本
交
通
公
社
ビ
ル
）
に
お
い
て
図
書

館
は
、
当
財
団
と
外
部
の
人
や
組
織

を
つ
な
ぐ
た
め
の
中
核
的
な
存
在
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

当
財
団
の
総
合
受
付
を
兼
ね
た
カ
ウ

ン
タ
ー
、
研
究
活
動
を
「
見
え
る

化
」
す
る
た
め
に
設
け
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
研
究
員
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も

使
え
る
閲
覧
席
、
ミ
ニ
研
究
会
か
ら

1
0
0
人
規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま

で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
活
用
が
可
能
な

メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
は
、
既

存
の
図
書
館
の
発
想
か
ら
抜
け
出
し

て
、
図
書
空
間
を
最
大
限
に
活
か
し

た
「
観
光
の
研
究
・
情
報
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
づ
く
り
を
徹
底
的
に

追
求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　
計
画
は
他
の
部
門
と
の
調
整
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
概
ね
2
0
1
5
年

6
月
ま
で
に
骨
格
が
で
き
あ
が
り
、

2
0
1
5
年
10
月
か
ら
は
建
築
工
事

へ
と
移
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
書
架

の
計
画
（
蔵
書
の
種
別
配
置
計
画
）

も
こ
の
時
点
で
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し
た

が
、
本
部
資
料
室
も
含
め
た
図
書
・

資
料
の
選
別
・
再
分
類
が
完
了
す
る

移
転
間
際
（
2
0
1
6
年
7
月
）
ま

で
、
収
蔵
計
画
の
見
直
し
は
幾
度
と

な
く
続
き
ま
し
た
。

　
収
蔵
方
針
の
見
直
し
、
独
自
分
類

の
構
築
が
完
了
し
た
次
の
ス
テ
ッ
プ

は
、
書
架
計
画
と
並
行
し
て
の
図

書
・
資
料
の
選
別
・
再
分
類
、
装
備

（
図
書
ラ
ベ
ル
の
貼
り
換
え
な
ど
）
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
目
録
デ
ー
タ
修

正
、
そ
し
て
除
籍
作
業
で
す
。

　
移
転
前
の
蔵
書
数
は
、
図
書
館
約

5
万
冊
（
図
書
3
・
7
万
冊
、
雑
誌

1
.
3
万
冊
）
、
資
料
室
約
1
.
5

万
冊
（
図
書
1
・
3
万
冊
、
雑
誌

0
・
2
万
冊
）
で
、
合
わ
せ
て
約

6
・
5
万
冊
。
そ
の
他
倉
庫
に
あ
る

未
整
理
資
料
を
含
め
る
と
7
万
冊
近

く
に
及
び
ま
す
。
一
方
で
移
転
後
の

書
架
の
収
蔵
規
模
は
、
資
料
室
と
の

重
複
図
書
や
収
蔵
方
針
の
見
直
し
に

よ
る
削
減
を
前
提
に
、
収
蔵
能
力
の

高
い
書
架
（
移
動
書
架
）
の
導
入
に

よ
り
確
保
可
能
な
6
〜
7
万
冊
を
目

標
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
移
転

後
の
蔵
書
の
増
加
に
も
対
応
し
て
い

く
に
は
、
1
万
冊
を
超
え
る
図
書
の

削
減
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
図
書
・
資
料
の
選
別
作

業
で
最
も
苦
労
し
た
の
は
、
除
籍
対

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
前
の
図
書
館
（
開
館
準
備
中
）

一
時
閉
館
し

ダ
イ
ビ
ル
を

退
去
す
る

2
0
1
5
年
1
0
月
〜

2
0
1
5
年
1
2
月

図
書
・
資
料
を

選
別
・
再
分
類
す
る

2
0
1
5
年
1
月
〜

2
0
1
6
年
7
月

図
書
館
を

計
画
す
る

2
0
1
4
年
8
月
〜

2
0
1
5
年
6
月
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移
転
後
に
引
き
継
ぐ
図
書
・
資
料
、

お
よ
び
什
器
備
品
は
1
年
間
埼
玉
県

久
喜
市
の
倉
庫
に
預
け
、
12
月
末
、

八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
を
退
去
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
6
年
1
月
か
ら
は
当
財
団

本
部
資
料
室
が
有
す
る
資
料
約
1
・

5
万
冊
の
整
理
・
統
合
作
業
に
移
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
長
年
調
査
研
究

活
動
の
な
か
で
収
集
し
て
き
た
国
内

外
の
観
光
研
究
書
や
実
務
書
、
調
査

報
告
書
、
統
計
資
料
な
ど
で
、
図
書

館
と
は
別
の
分
類
方
法
で
管
理
し
て

き
た
非
公
開
資
料
で
す
。
図
書
館
と

の
重
複
本
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、

再
分
類
、
図
書
ラ
ベ
ル
の
貼
り
替
え

な
ど
を
実
施
し
、
可
能
な
限
り
公
開

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
館
の
作
業
期
間
中
に
整
理

し
き
れ
な
か
っ
た
古
書
や
機
内
誌

（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
）
も
、
本
部
に

移
し
引
き
続
き
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
図
書
館
の
フ
ロ
ア
は
、
木
製
家

具
を
中
心
と
し
た
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

図
書
館
へ
の
入
口
と
な
る
１
F
は
、

「
カ
フ
ェ
風
」
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
家
具
の

デ
ザ
イ
ン
や
選
定
に
も
図
書
館
と
し

て
主
体
的
に
関
わ
り
ま
し
た
。
た
と

え
ば
１
F
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、

来
館
者
と
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
性
に

も
配
慮
し
そ
の
高
さ
や
幅
も
慎
重
に

検
討
し
ま
し
た
。
書
架
や
雑
誌
架
、

メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
も
、
細
か
な
デ
ザ

イ
ン
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
特
注
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
１
F
、
B
1
F

の
閲
覧
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
、
ソ
フ
ァ

な
ど
は
、
職
員
自
ら
幾
度
も
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
足
を
運
び
選
定
し
た
も
の

で
、
そ
れ
だ
け
に
こ
だ
わ
り
と
愛
着

が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
図
書
館
の
家
具
は
、
新

し
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
F
の
エ
ン
ト
ラ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
雑

誌
架
、
ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
奥
の
低

書
架
、
木
製
イ
ス
（
3
脚
）
、
そ
し

て
B
１
F
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
図
書

館
を
継
承
す
る
意
を
込
め
た
旧
館
時

代
の
思
い
出
の
家
具
た
ち
で
す
。

　
2
0
1
6
年
8
月
10
日
〜
14
日
、

本
部
の
総
務
・
研
究
部
門
に
先
立
ち

引越風景（移転時のダンボールの山）

リニューアル開館前の図書館（開館準備中）

左：本を寄贈した阿寒湖温泉（まりむ館）、右：由布院温泉（由布市ツーリストインフォメーションセンター）

港
区
南
青
山
へ
引
越
。
久
喜
倉
庫
に

あ
る
旧
館
の
資
料
と
本
部
資
料
室
資

料
の
2
箇
所
か
ら
の
引
越
作
業
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
移
転
時
の
資
料
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
約
2
3
0
0
箱
分
（
図

書
館
1
5
0
0
箱
、
資
料
室
8
0
0

箱
）
で
、
開
梱
・
書
架
入
れ
は
数
日

か
け
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
用

意
周
到
に
準
備
し
て
き
た
と
は
い
え
、

2
箇
所
の
資
料
を
は
じ
め
て
同
じ
書

架
に
収
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
想

定
通
り
に
収
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
後
開
館
ま
で

は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
目
録
デ
ー
タ

の
修
正
や
運
営
資
料
の
準
備
な
ど
に

追
わ
れ
ま
し
た
。

　
9
月
に
は
、
財
団
・
J
T
B
関
係

者
や
賛
助
会
員
、
図
書
館
関
係
者
な

ど
を
対
象
に
、
「
特
別
版
た
び
と
し

ょ
C
a
f
e
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た
3

回
の
内
覧
会
を
開
催
し
、
10
月
3
日
、

1
年
間
の
休
館
を
経
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
開
館
を
果
た
し
、
新
し
い
図
書
館

と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
は
社
会
の
情
報
基
盤
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
過

去
の
先
人
の
知
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
資
料
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
受
け
継
ぐ
べ
き
知
的
遺
産
で
も
あ

り
ま
す
。

　
旅
の
図
書
館
は
、
観
光
文
化
資
料

館
と
し
て
開
設
以
来
、
時
代
社
会
の

要
請
に
応
え
な
が
ら
図
書
館
機
能
お

よ
び
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

過
去
の
蓄
積
の
上
に
、
現
在
の
図
書

館
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
「
観
光
文
化
の
向

上
（
振
興
）
」
と
い
う
開
設
時
の
理

念
と
旅
行
・
観
光
に
関
す
る
知
的
遺

産
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
ま
す
ま
す
情

報
が
社
会
の
基
盤
に
な
る
「
情
報
社

会
」
の
な
か
で
、
「
観
光
の
研
究
・

情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
う
る
専
門
図
書

館
を
目
指
し
て
運
営
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

資
料
室
資
料
の

整
理
・
統
合
に

取
り
組
む

2
0
1
6
年
1
月
〜
7
月

南
青
山
へ
の
移
転
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館

す
る

2
0
1
6
年
8
月
〜
10
月

家
具
の
調
達
に

奔
走
す
る

2
0
1
6
年
4
月
〜
6
月

知
的
遺
産
を

受
け
継
ぎ
、

新
た
な
役
割
を
担
う

専
門
図
書
館
へ


